
。
学

報
ハ
昭
和
六
十
年
度
）

園

~ 

学
会
活
動
報
告

O
日
本
仏
教
学
会

昭
和
六
十
年
度
学
術
大
会
は
、
十
月
四
日
ハ
金
〉
・
五
日
〈
土
）
の
両

日
、
本
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
つ
つ
が
な
く
終
了
し
た
。
今
年
度
の
共

同
研
究
課
題
は
「
菩
蔭
観
」
で
、
本
学
か
ら
高
橋
舜
昭
・
中
傑
暁
秀
の
両

氏
が
発
表
を
行
な
っ
た
。
な
お
大
会
日
程
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

大

会

日

程

，

一
、
受
付
十
月
四
日
（
金
〉
正
午
か
ら

て
研
究
発
表
十
月
四
日
〈
金
〉
・
五
日
（
土
）
の
二
日
間

ハ
ニ
・
四
階
の
合
併
教
室
〉

十
月
四
日
（
金
〉
十
六
時
一

O
分
ハ
大
講
堂
〉
ノ

総
会
終
了
後
記
念
写
真
撮
影

十
月
四
日
ハ
金
）
十
七
時
三

O
分
ハ
下
部
温
泉
・

下
部
ホ
テ
ル
〉

十
月
四
日
（
金
〉
十
一
時
三

O
分
（
会
議
室
V

十
月
五
日
（
土
）
十
二
時
一

O
分
ハ
会
議
室
〉

一
、
総

会

－
、
懇
親
会

一
、
理
事
会

C" 

V
十
月
四
日
ハ
金
〉

・
十
三
時

t
十
五
時
五
五
分

第
一
会
場
〈
四
階
・
合
併
教
室
）

1 

中
国
民
衆
の
菩

震

普
庵
印
繭
の
場
メ』
日

穿 ｜
高勝〈古ハ今延高杉永
（ハ名北山〈（
震崎立呂古瀬霊西短橋東本駒井
E 屋道期北沢．

大直大信大恒犬順大尭大卓大政ペ
学学学学学学学
〉道〉静）介〉吉〉昭、J洲、J之

(165) 

2 

本
生
菩
醸
の
大
乗
化

3 

ガ
ン
ダ
l
ラ
彫
刻
に
あ
ら
わ
れ
た
菩
陸
観

4 

w
g
Eの
概
念
に
つ
い
て

5

菩
薩
と
し
て
の
ガ
シ
デ
ィ

l

6 

法
華
経
に
お
け
る
菩
盛
観

7 

如
来
蔵
思
想
の
菩
薩
論

第
在二
家会
菩場
醸ハ
のニ
戒階

、｜会
E司 l7f

霊警
護）
経

を
中

九 心
州に

♀成警徳ハ幡ハ武ハ龍｜

習瀬富永容谷警田；警口
大隆大大大 大路大明
子子学学学
）純〉信〉明）精〉生

2 

親
鰐
に
お
け
る
菩
薩
の
楓
念

3 

親
鴛
に
お
け
る
菩
躍
道

4 

真
宗
に
於
け
る
普
麓
観

5 

中
国
浄
土
教
に
お
け
る
菩
麗
観



6 

七
波
羅
蜜
に
つ
い
て

徳

岡

亮

英

〈
西
山
短
期
大
学
〉

7 

わ
が
国
に
お
け
る
菩
薩
号
の
下
賜
に
つ
い
て

奈

良

弘

元

〈
日
本
大
学
〉

V
十
月
五
日
ハ
土
）

・
十
時
l
十
二
時

O
五
分

第
一
会
場
〈
四
階
・
合
併
教
室
〉

「
初
会
金
剛
頂
経
」
の
菩
醸
観

乾

仁

志

〈
高
野
山
大
学
〉

2

華
厳
経
の
菩
盛
観
l
l特
に
普
賢
・
文
殊
・
弥
勅
の
三
聖
の
相
互
関

係

に

つ

い

て

｜

｜

中

村

燕

〈
同
朋
大
学
〉

篠

田

正

成

〈
九
州
大
学
〉

爪

生

津

隆

真

〈
京
都
女
子
学
園
〉

丹

治

昭

義

（
京
都
大
学
〉

1 3 

阿
毘
達
磨
雑
集
論
に
お
け
る
菩
躍
思
想

4 

ナ
l
ガ
l
ル
ジ
ュ
ナ
の
菩
麗
観

5 

中
観
派
に
於
け
る
普
醸
観

1 
第
二
会
場
（
二
階
・
合
併
教
室
〉

天
台
の
菩
醒
観
｜
｜
特
に
戒
学
を
中
心
と
し
て
1
｜多
国

孝

文

〈
大
正
大
学
〉

天

台

智

顕

の

菩

麓

観

鷲

阪

宗

演

ハ
花
園
大
学
〉

中
時
仏
教
に
お
け
る
菩
麗
思
想

l
l特
に
地
蔵
菩
醸
信
仰
を
中
心
と

2 3 

4 

石

川

カ

山

（
駒
沢
大
学
〉

渡

辺

守

順

（
叡
山
学
院
〉

中
国
に
於
け
る
大
乗
菩
薩
行
と
し
て
の
五
辛
禁
思
の
成
立
に
つ
い
て

諏

訪

義

純

〈
愛
知
学
院
大
学
）

し
て
｜
｜

伝
教
大
師
の
撰
述
か
ら
み
た
菩
醸
観

5 ・
十
三
時
三

O
分
J
十
六
時

第
一
会
場
〈
四
階
・
合
併
教
室
）

1

菩
瞳
の
最
後
心
に
つ
い
て

2 

生

井

衛

〈
高
野
山
大
学
〉

真

田

康

道

ハ
仏
教
大
学
〉

森

章

司
（
東
洋
大
学
〉

ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
信
仰
に
つ
い
て
矢
崎
正
見

ハ
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
〉

菩
薩
の
因
に
つ
い
て
｜
｜
チ
ャ

γ
ド
ラ
・

キ
ー
ル
テ
ィ
の
菩
麗
観
｜
｜

(166) 

「
般
若
経
」
に
於
け
る
菩
涯
の
智
慧

3 

仏
典
の
比
喰
表
現
に
お
け
る
普
醸
観

4 5 6 

発
書
提
心
と
そ
の
背
景

小

川

一

乗

ハ
大
谷
大
学
〉

山

口

恵

照

ハ
大
阪
大
学
〉

第
二
会
場
つ
一
階
・
合
併
教
室
〉

1

自
分
行
他
分
行

古

泉

回

順

ハ
I

B

U〉

中

川

英

尚

〈
種
智
院
安
学
〉

2 

浄
土
教
に
お
け
る
菩
麗
観



高

橋

弘

次

ハ
仏
教
大
学
〉

北

傑

賢

三

ハ
大
正
大
学
〉

中

傑

暁

秀

〈
身
延
山
短
期
大
学
〉

日
蓮
聖
人
の
「
法
華
経
行
者
」
意
識
と
「
地
涌
菩
薩
」
認
識

渡

辺

宝

陽

〈
立
正
大
学
〉

第
三
十
八
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
十
月
三
十
一
日
（
木
〉

・
十
一
月
一
日
（
金
〉
の
両
日
、
本
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か

ら
奥
野
本
洋
・
町
田
是
正
・
高
橋
霜
昭
・
若
杉
見
竜
・
林
是
晋
・
上
田
本

昌
の
六
氏
が
発
表
を
行
な
っ
た
。
な
お
大
会
役
員
・
発
表
者
及
び
テ
l
マ

は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

大

会

役

員

身
延
山
久
遠
寺
法
主

総

裁

身

延

山

短

期

大

学

長

顧

問

日

蓮

宗

々

務

総

長

顧

問

立

正

大

学

長

顧

問

立

正

大

学

々

園

理

事

長

賞

自

身

延

山

短

期

大

学

々

監

E

E

同
学
園
理
事
長

身
延
山
短
期
大
学
々
頭

同
仏
教
文
化
研
究
所
長

日

蓮

宗

教

務

部

長

3 

「
徹
選
択
集
」
に
お
け
る
菩
薩
観

4 

真
言
密
教
の
菩
盛
観

5 

日
蓮
と
常
不
軽
菩
醸

6 O
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

会

長

副

会

長

望山中長岩日宮

月内村瀬間

一嘉瑞貫日

靖文隆公男

比崎

宜英

立
正
大
学
仏
教
学
部
長

立

正

大

学

長

回
避
教
学
研
究
所
長

E

身
延
山
短
期
大
学

h

準
備
委
員
長
仏
教
文
化
研
究
所
主
任
中

プ

ロ

グ

ラ

ム

十
月
三
十
一
日
（
木
〉
午
前
の
部
（
九
時
よ
り
十
二
時
半
〉

一
、
開
会
式
ハ
大
講
堂
〉

一

、

法

味

言

上

岩

間

一

、

挨

拶

長

瀬

一

、

挨

拶

中

村

一

、

挨

拶

望

月

一

、

挨

拶

宮

崎

一
、
授
賞
式

一
、
研
究
発
表
〈
二
階
合
併
教
室
〉

回

避

聖

人

の

釈

尊

観

菊

田

日
蓮
宗
寺
院
資
料
の
管
理
に
関
寸
る
二
、
三
の
問
題
望

月

真

心
性
院
日
遠
の
『
立
正
安
国
論
私
記
』
に
つ
い
て
の
一
考
察

上

田

本

関

戸

法

副

会

長

渡

辺

副

会

長

井傑

正修

回
避
聖
人
花
押
の
研
究

回
避
聖
人
の
法
華
経
弘
通
の
特
質

l
l
「
瞥
喰
」
を
視
点
と
し
て

l
l

随

日
蓮
聖
人
自
筆
啓
状
の
料
紙
使
用
法
に
つ
い
て
寺

尾 門

宝

腸

円

道

暁

秀

英一瑞貫日

修靖隆公勇

( 167) 

泰

孝澄幸夫

義

通

英

智



最

澄

の

仏

陀

観

に

関

す

る

一

考

察

高

日
蓮
聖
人
の
霊
山
往
詣
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
都奥町

佐

宜

田野守

是本基

日
蓮
聖
人
の
御
基
考

宗
教
倫
理
の
実
践
と
信
・
行
・
知

ハ
記
念
撮
影
〉

午
後
の
部
（
午
後
一
時
半
よ
り
〉

十

如

是

考

世

羅

治

夫

議
伽
論
菩
麗
地
に
見
ら
れ
る
菩
麗
に
つ
い
て
清
水
海
陸

本

門

戒

規

建

立

期

と

建

立

場

所

の

解

明

早

瀬

公

人

法
華
経
に
お
け
る
「
開
会
思
想
」
成
立
の
仏
教
文
化
史
的
意
義

〈
そ
の
こ
〉

l
l第
二
類
成
立
の
主
要
因
を
探
究

i
l

林

円

修

日

蓮

宗

の

三

権

分

立

に

つ

い

て

竹

内

成

行

金
網
集
と
真
問
起
請
文
l
中
山
門
流
と
日
什
上
人
｜
山

口

晃

一

室
町
時
代
京
都
日
蓮
教
団
寺
院
の
存
在
形
態
に
闘
す
る
一
考
察

糸

久

宝

賢

日
蓮
宗
の
江
戸
諸
講
中
に
つ
い
て

｜
｜
堀
之
内
妙
法
寺
史
料
を
中
心
と
し
て
｜
｜北
村
高

橋

中

尾

克行

「
地
涌
」
の
一
試
論

『
京
都
十
六
本
山
会
合
密
類
』
に
つ
い
て

長

天
台
著
述
に
お
け
る
「
章
安
輩
録
」
の
意
味

l
i三
論
吉
蔵
色
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

1
1河

村

正洋一発昭遺

十
一
月
一
日
〈
金
）
午
前
の
部
ハ
午
前
九
時
よ
り
〉

中
観
思
想
に
於
け
る
対
論
付

天
台
教
学
に
於
け
る
仏
種
の
下
種
と
仏
性

日
蓮
聖
人
の
「
提
婆
達
多
」
解
釈
に
つ
い
て

下
種
に
関
す
る
一
考
察

身
・
語
・
意
の
三
業
に
つ
い
て
田

近
代
回
避
主
義
研
究
同

「
身
池
対
論
」
前
後
に
於
け
る
確
執

ー
「
大
田
区
史
」
資
料
編
寺
社
1
・
2
を
中
心
と
し
て
｜

藤

崎

英

日
選
聖
人
の
師
、
俊
範
の
未
紹
介
資
料
に
つ
い
て窪

田

哲

正

近

世

身

延

山

久

遠

寺

の

伽

藍

に

つ

い

て

井

上

博

文

総
と
別
の
関
係
の
一
考
察
口

1
五
重
玄
と
の
関
連
に
お
い
て

l

芹

沢

泰

謙

直
沙
の
惑
に
つ
い
て
・

6

若

杉

見

寵

現
代
宗
学
の
課
題
［
長
谷
川
現
宗
研
所
長
の
所
見
に
答
え
て

l

安

永

排

哲

午
後
の
部
〔
午
後
一
時
よ
り
〉

日
蓮
聖
人
の
『
依
正
不
二
』
観
に
つ
い
て
松
脇
行
真

註
法
華
経
に
お
け
る
引
用
経
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

浜池 1平原日馬

比渡島；上島

孝

照

典和盛棋宜竜

彦夫雄定俊彦正

c16av 



今

井

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
間
提
成
仏
と
仏
性
に
つ
い
て
関

戸

身

延

門

流

と

関

東

天

台

に

つ

い

て

林

関
目
抄
に
お
け
る
唯
識
学
批
判
に
つ
い
て
岩
田

回
避
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
名
目
出
処
に
つ
い
て
庵

谷

芹

沢

上

回

浅

井

八
品
の
世
界

宗
祖
の
身
延
永
住
に
つ
い
て

一
、
閉
会
の
辞

〈
〉
図
書
館
だ
よ
り

真諦是尭円本寛行

本
年
も
図
書
献
本
運
動
に
同
窓
生
の
各
聖
よ
り
御
高
配
と
御
高
志
を
賜

わ
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
図
書
献
本
運
動

が
こ
の
様
に
盛
り
あ
が
っ
て
い
る
折
、
本
学
園
の
図
書
館
建
設
の
設
計
・

管
理
が
堀
池
秀
人
都
市
・
建
築
研
究
所
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。
、
こ
れ
か
ら
も
何
卒
、
皆
々
様
方
の
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
切
に
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

図
書
寄
贈
者
芳
名

1
、
身
延
山
久
遠
寺
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
歴
史
鏑
等
二
六
冊

2
、
故
望
月
日
滋
法
主
狽
下

：
故
竹
下
日
康
法
主
狽
下

『
敦
贈
宝
蔵
』
一
一
二

O
巻

孝

3
、
灘
上
恵
教
師

4
、
児
島
錬
戒
師

『
年
号
読
方
考
証
稿
』
等
ニ
冊

『
マ
グ
ロ

l
ヒ
ル
科
学
技
術
用
語
大
辞
典
』
等二
六
冊

静晋梅

5
、
大
石
要
英
師
『
国
訳
一
切
経
』
一

O
一
冊

6
、
内
野
光
徳
師
『
回
避
聖
人
全
影
』
等
三

O
O冊

7
、
奥
村
義
春
師
『
海
の
牙
』
等
四
九
冊

8
、
本
納
寺
殿
『
回
避
聖
人
と
法
華
経
』
等
ニ
冊
－

9
、
久
保
日
参
師
『
増
補
小
栗
栖
檀
林
』
一
冊

目
、
岡
元
錬
城
師
『
立
正
山
本
妙
寺
史
』
一
冊

u、
尾
崎
文
英
師
『
尽
日
抄
』
第
四
詩
歌
集
一
冊

昭
、
高
田
良
信
師
『
補
導
成
唯
識
論
』
全
十
巻
等
六
冊

日
、
日
蓮
宗
豊
能
背
年
会
『
日
蓮
宗
豊
能
寺
院
名
鑑
』
一
冊

M
、
妹
尾
啓
司
様
『
近
世
の
対
外
関
係
と
日
本
文
化
』
一
冊

店
、
加
藤
忠
正
様
『
天
淵
詩
統
稿
』
一
冊

崎
、
佐
野
歌
子
様
『
観
心
本
尊
紗
提
要
』
等
二
二
冊

そ
の
ほ
か

前
学
頭
故
里
見
泰
穏
先
生
の
夫
人
、
里
見
あ
や
様
か
ら
五

O
万
円
相
当

の
贈
呈
を
受
け
て
お
り
、
里
見
泰
穏
先
生
の
蔵
書
数
百
冊
の
献
本
を
賜
わ

り
ま
し
た
。
献
本
運
動
に
対
し
ま
し
て
諸
氏
よ
り
御
高
配
と
御
厚
志
を
賜

わ
り
ま
し
た
こ
と
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
〈
文
責
桑
名
）
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道昌哉亨

〈
〉
同
窓
会
本
部
だ
よ
り

O

ω全
国
総
会
身
延
大
会
の
開
催



三
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
総
会
が
六
十
年
十
月
三
十
日
、
本
学

を
会
場
と
し
て
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

午
前
十
一
時
よ
り
全
国
支
部
長
会
議
。

午
後
一
時
よ
り
仏
故
者
追
悼
法
要
を
仏
般
に
て
鹿
修
ハ
大
導
師
岩
間
法

主
日
勇
貌
下
・
脇
導
師
望
月
一
嫡
総
務
狽
下
・
宮
崎
英
修
学
顕
・
松
井

大
周
同
窓
会
長
・
岩
田
日
成
副
会
長
）

午
後
二
時
よ
り
三
時
三

O
分
ま
で
総
会
ハ
桑
名
貫
正
・
進
藤
義
遠
両
先

生
司
会
進
行
）

川
玄
題
三
唱
ハ
会
長
発
音
〉
・

ω開
会
の
こ
と
ば
（
岩
田
日
成
副
会

長
〉
・

ω挨
拶
・
会
長
松
井
大
周
師
・
学
監
望
月
一
一
靖
理
事
長
・
学
頭

宮
崎
英
修
先
生
・
川
感
謝
状
贈
呈
ハ
図
書
館
建
設
資
金
並
に
図
書
寄
贈

な
ど
百
万
円
以
上
寄
付
者

l
里
見
あ
や
殴
・
谷
川
寛
徳
殿
・
大
石
要
英

殿
・
岩
田
日
成
殿
・
内
野
光
徳
殿
・
原
光
可
股
・
灘
上
底
教
殿
・
新
川

目
見
股
〉
・

ω永
年
勤
続
教
職
員
表
彰
ハ
五
十
年
表
彰
林
是
幹
先
生
・

四
十
年
表
彰
秋
山
智
孝
先
生
・
三
十
年
表
彰
望
月
海
淑
先
生
・
町
田
是

正
先
生
・
上
田
本
昌
先
生
・
高
橋
義
昭
先
生
・
二
十
年
表
彰
山
田
是
明

先
生
・
十
年
表
彰
今
村
良
枝
課
長
・
佐
野
や
よ
ひ
主
事
）
・
同
協
議
事

項
（
イ
庶
務
報
告
を
上
田
本
昌
幹
事
よ
り
ロ
会
計
報
告
を
町
田
是
正
幹

事
よ
り
ハ
監
査
報
告
を
清
水
本
成
監
事
よ
り
夫
々
報
告
・
－
－
各
支
部
長

｜
九
州
地
区
・
青
森
県
・
新
鴻
県
・
神
奈
川
県
・
東
京
都
l
現
況
報
告

・
ホ
学
園
図
書
館
建
設
の
件
・
へ
そ
の
他
と
し
て
年
度
会
費
徴
収
の
こ

と
〉
・
川
閉
会
の
こ
と
ば
ハ
中
屋
教
海
副
会
長
）
・
川
玄
題
三
唱
・
引

き
続
い
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
を
一
階
会
議
室
に
て
催
し
、
同
窓
ハ
祖
山

学
院
・
専
門
学
校
・
短
大
・
高
校
卒
業
諸
聖
〉
各
位
に
は
旧
交
を
暖
め

和
や
か
な
少
時
を
過
ご
し
た
。

ω図
書
館
建
設
に
つ
い
て
ハ
進
捗
報
告
〉

学
園
図
密
館
の
建
築
は
、
吾
等
同
窓
会
十
有
余
年
の
悲
顕
で
あ
る
。
昨

年
「
建
設
資
金
勧
募
趣
意
書
」
を
支
部
長
各
位
を
介
し
て
、
全
国
同
窓
各

聖
に
対
し
て
呼
び
か
け
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六
十
年
十
二

月
三
十
日
現
在
、
同
窓
各
聖
か
ら
の
寄
付
金
は
、
金
参
千
三
百
五
十
万
円

に
達
し
て
い
ま
す
。
過
る
十
月
三
十
日
同
窓
会
総
会
の
協
議
に
於
て
、
同

窓
生
の
資
金
勧
募
運
動
は
、
期
間
を
限
る
こ
と
な
く
、
図
由
館
が
竣
工
さ

れ
る
ま
で
続
け
よ
う
、
と
賛
同
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岩
間
法
主
狽
下
・
望
月
学
監
視
下
の
建
設
へ
の
積
極
的
御
意

志
を
体
し
て
、
本
山
枢
要
部
ハ
本
山
各
部
長
〉
と
学
園
側
と
の
数
次
に
亘

る
談
合
が
重
ね
ら
れ
、
六
十
年
十
－
月
二
十
六
日
、
本
山
水
鳴
楼
に
於

て
、
法
主
狽
下
、
総
務
現
下
、
望
月
庶
務
部
長
、
中
村
経
理
部
長
、
宮
崎

学
頭
、
秩
山
校
長
、
町
田
図
書
館
長
、
そ
し
て
設
計
監
理
者
の
堀
池
秀
人

民
ハ
堀
池
都
市
建
築
研
究
所
顧
問
、
東
京
大
学
・
カ
リ
フ
才
ル
ユ
ア
大
学

各
講
師
〉
と
協
議
談
合
し
て
、
建
設
場
所
ハ
旧
実
渓
寮
跡
地
〉
を
実
地
調

査
し
、
工
費
概
算
六
億
円
を
も
っ
て
着
工
す
る
こ
と
を
決
し
た
の
で
あ

る
。
本
年
三
月
中
旬
、
堀
池
設
計
事
務
所
に
よ
る
背
写
真
設
計
図
面
の
完

成
を
待
っ
て
、
六
月
乃
至
七
月
に
起
工
す
る
歩
び
と
な
っ
て
い
る
。
関
係

者
一
同
そ
の
着
工
が
ま
た
れ
る
所
で
あ
る
。
ハ
文
責
町
田
〉
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